
令和 8 年熊本地震　推計震度分布図（気象庁 HP から抜粋）

令和８年熊本地震住宅被害 63,878 棟。再び震度７の揺れ、地震への備えの必要性が浮き彫り

令和８年熊本地震 被害状況

震度７を観測した激震地域でも

コーチパネル仕様住宅は、現時点で被害報告    件
令和８年熊本地震では、熊本県宇城市・八代郡氷川町で最大震度７を観測。震度６以上を観測した激震地に建つコーチパネル仕様住宅について、情報確認を行った結果です

▶2026 年 9 月 3 日現在の確認状況です

各地の震度情報とコーチパネル仕様住宅の建築情報と被害情報

最大震度７

下記が現地確認することが出来た地域別の棟数です。

■ 震度７　　   宇城市    　   　              11 棟
■ 震度７　　   八代郡氷川町                   1 棟
■ 震度６強　   八代市      　                      9 棟
■ 震度 6 強　   熊本市南区                     16 棟
■ 震度 6 強　   益城町　　　            　17 棟
■ 震度 6 強　  宇土市                                1 棟
■ 震度６強　  上益城郡嘉島町              ４棟
■ 震度６強　  下益城郡美里町              １棟
■ 震度６弱　  上益城郡御船町              ８棟
■ 震度６弱　  合志市　　　　　　　 １棟

▶2026 年９月３日現在の確認状況です

宇 城 市  ７

氷 川 町  ７

熊 本 市 南 区  ６ ＋
益 城 町  ６ ＋

御 船 町  ６ －

八 代 市  ６ ＋

宇 土 市  6 ＋

宇 城 市 豊 野 町  ７

ー このうち激震地に建つコーチパネル仕様の家 69 棟を現地調査 ー

嘉 島 町  ６ ＋

調 査 の 結 果 、 損 傷 は 確 認 さ れ ま せ ん で し た

震度５以上観測地域でのコーチパネル仕様の家は 218 棟

０


